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1.  平成21年3月期第3四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第3四半期 71,052 ― 1,307 ― 1,162 ― 432 ―
20年3月期第3四半期 101,680 △9.8 3,137 △2.8 3,291 3.0 1,834 △4.0

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期純利
益

円 銭 円 銭

21年3月期第3四半期 49.36 ―
20年3月期第3四半期 202.32 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第3四半期 41,673 20,903 50.2 2,411.89
20年3月期 45,798 21,619 47.2 2,384.48

（参考） 自己資本   21年3月期第3四半期  20,903百万円 20年3月期  21,619百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 15.00 ― 15.00 30.00
21年3月期 ― 15.00 ― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ――― 15.00 30.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純
利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 100,000 △24.1 2,000 △46.5 2,000 △46.9 1,150 △40.1 132.69

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  無  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、2ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧下さい。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

１．本資料に記載されている業績予想等の将来に関する予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る本
資料発表日現在における仮定を前提としています。実際の業績は今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。 
２．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第
14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。  

新規 ― 社 （社名 ） 除外 ― 社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第3四半期  9,086,755株 20年3月期  9,086,755株
② 期末自己株式数 21年3月期第3四半期  420,054株 20年3月期  20,014株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第3四半期  8,755,592株 20年3月期第3四半期  9,066,748株
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【定性的情報・財務諸表等】 

１． 連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期(９ヶ月)における経済状況は、米国発の金融不安が急速に実体経済にも影響を及ぼして所謂「百年に一度」の経済危機を現出

し、世界経済の中では相対的に優位にあると見られていたわが国経済も、低迷する消費、下落する株式市況、進行する円高等により企業収益

は大幅な減速を余儀なくされ、それに対応する結果、雇用・労働市場も不安定化する等、当分の間経済の成長は見込みがたい展開となってい

ます。 

こうした状況下、当社グループは顧客の海外シフトを含めた海外商談増加による伸長および新規顧客の開拓に取り組み業績の確保に努めま

したが、当社を取り巻く種々環境の激しい変化及び世界の金融市場の混乱による世界経済の景気悪化の影響により、売上高は710億52百万円と

なりました。 

各品目別の概況は次の通りであります。 

(液 晶 デ バ イ ス ) アミューズメント向け液晶デバイスが厳しい市況環境の変化により減少し、また携帯電話向け小型液晶の販売減少

により売上高は201億19百万円となりました。 

(半導体・集積回路) デジタルカメラ向けカメラモジュール及びアミューズメント用光半導体が液晶デバイス同様減少したことにより、

売上高は128億73百万円となりました。 

(電子部品・その他) デジタルテレビ向けチューナーモジュールの低迷及び、海外子会社における液晶モジュール向けデバイスの減少に

より、売上高は378億83百万円となりました。 

( 生 産 ) 自社製品であるバックライトは、プリンター向けは堅調に推移したものの、携帯電話向けの採用機種の終息によ

り、売上高は1億75百万円となりました。 

利益面では、売上原価665億45百万円を控除した売上総利益は45億7百万円となり、人件費19億1百万円を中心とする販売費及び一般管理費は

32億円であり、結果営業利益は13億7百万円となりました。 

 営業外収益及び費用では外国為替市場における円高の影響を受けて、為替差損2億64百万円を営業外費用に計上し、経常利益段階では11億62

百万円の利益となっております。 

 特別損益では、当第3四半期における東京株式市場の大幅な下落を受け、時価が著しく下落した投資有価証券の減損処理を実施した結果

6億88百万円の投資有価証券評価損を計上しています。但し、当社グループは有価証券の減損処理について四半期洗い替え法を採用しているた

め、最終的に年度末において計上すべき投資有価証券評価損の金額は変動する場合があります。 

その他第2四半期までに生じた、訴訟の和解金66百万円（特別利益）、退職給付費用の算定方法を従来の簡便法から原則法へ変更したことに

伴う退職給付債務の不足分95百万円(特別損失)、を計上した結果、税金等調整前四半期純利益は4億44百万円となりました。税金費用を控除し

て、当四半期の四半期純利益は4億32百万円となっております。 

２． 連結財政状態に関する定性的情報 

第3四半期末の連結総資産は、416億73百万円（前連結会計年度末対比41億25百万円、9.0%の減少）となりました。 

資産では、受取手形及び売掛金214億83百万円を中心とする流動資産が379億18百万円で、総資産の91.0%を占め、固定資産37億54百万円が残り

の9.0%を占めています。 

一方、負債合計207億70百万円のうちでは支払手形及び買掛金103億11百万円と短期借入金46億89百万円がその主なものとなっています。 

純資産の部では、第１四半期に実施した自己株式の取得等により、純資産合計は前連結会計年度末対比7億16百万円、3.3%の減少となりまし

た。 

３．連結業績予想に関する定性的情報 

第3四半期迄の経営成績は、平成20年5月15日の決算短信にて公表した「平成21年3月期の連結業績予想」の計画に比し市況の影響を受けた特別

損益の部が大きく変動しております。現下の情勢は今後の業務環境がますます不透明さを増しつつあるものと見られますが、当社グループと

しては当面業績の伸長と経費の節減に努力を傾注し、業績予想の達成を目指す所存であります。 

従って、今回業績予想値の変更はありません。当該予想値の変更が必要と判断された場合は速やかに公表します。 

４．その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の移動） 

該当事項はありません。 

 (2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法の変更 

①当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」

（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しておりま

す。 

②「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成18年7月5日 企業会計基準第9号）を第1四半期連結会計期間から適用
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し、評価基準については、低価法から原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）に変更しております。 

これにより、損益に与える影響はありません。 

③退職給付に係る会計処理方法 

 当連結会計年度より、従業員の増加に伴い退職給付に係る会計処理をより適正に行うため、退職給付債務の計算方法を簡便法から原則法に

変更しております。 

 この変更に伴い、期首における簡便法と原則法により計算した退職給付債務の差額は「退職給付費用」として95百万円を特別損失に計上し

ております。 

 この結果、従来の方法によった場合と比較して、退職給付費用が1億30百万円多く計上され、営業利益、経常利益は35百万円減少し、税金等

調整前四半期純利益は1億30百万円減少しております。 
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末 
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   
流動資産   
現金及び預金 5,745 4,194 
受取手形及び売掛金 21,483 27,670 
商品 10,083 9,317 
原材料 25 12 
仕掛品 3 1 
その他 803 718 
貸倒引当金 △225 △214 

流動資産合計 37,918 41,700 

固定資産   
有形固定資産 1,953 1,974 
無形固定資産 17 20 
投資その他の資産   
その他 2,083 2,392 
貸倒引当金 △299 △289 
投資その他の資産合計 1,783 2,102 

固定資産合計 3,754 4,098 

資産合計 41,673 45,798 

負債の部   
流動負債   
支払手形及び買掛金 10,311 11,496 
短期借入金 4,689 5,129 
1年内償還予定の社債 1,120 620 
未払法人税等 － 145 
賞与引当金 110 228 
役員賞与引当金 29 70 
その他 864 1,646 

流動負債合計 17,125 19,337 

固定負債   
社債 1,550 2,360 
退職給付引当金 755 790 
負ののれん 515 720 
その他 822 970 

固定負債合計 3,644 4,841 

負債合計 20,770 24,179 
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末 
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

純資産の部   
株主資本   
資本金 3,086 3,086 
資本剰余金 3,126 3,127 
利益剰余金 15,647 15,596 
自己株式 △571 △26 
株主資本合計 21,289 21,783 

評価・換算差額等   
その他有価証券評価差額金 △48 △162 
為替換算調整勘定 △338 △2 
評価・換算差額等合計 △386 △164 

純資産合計 20,903 21,619 

負債純資産合計 41,673 45,798 
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

売上高 71,052 
売上原価 66,545 
売上総利益 4,507 

販売費及び一般管理費 3,200 

営業利益 1,307 

営業外収益  
受取利息 26 
受取配当金 26 
仕入割引 117 
負ののれん償却額 46 
その他 81 

営業外収益合計 298 

営業外費用  
支払利息 116 
為替差損 264 
その他 63 
営業外費用合計 443 

経常利益 1,162 

特別利益  
訴訟和解金 66 

特別利益合計 66 

特別損失  
退職給付費用 95 
固定資産除却損 1 
投資有価証券評価損 688 
投資有価証券売却損 0 

特別損失合計 784 

税金等調整前四半期純利益 444 

法人税、住民税及び事業税 68 
法人税等調整額 △56 
法人税等合計 11 

四半期純利益 432 
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（３）継続企業の前提に関する注記 

   第3四半期連結累計期間（自 平成20年4月1日 至 平成20年12月31日） 

   該当事項はありません。 

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

   第3四半期連結累計期間（自 平成20年4月1日 至 平成20年12月31日） 

第3四半期連結会計期間末において純資産は209億3百万円（前連結会計年度末対比7億16百万円の減少）となっておりますが、その主な要因

は以下のとおりであります。 

① 当社は平成20年5月15日の取締役会決議により自社株式400,000株を取得価額総額6億円にて平成20年5月16日から同9月22日の期間におい

て買付けることを決議し、平成20年5月16日から平成20年6月20日の期間において400,000株全ての買付けを終了しました。この結果、第

3四半期連結累計期間において自己株式が5億44百万円増加しました。 

② 外国為替市場における円高の影響を受けて、為替換算調整勘定が第3四半期連結累計期間において3億35百万円減少しました。 
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「参考資料」 

    前年同四半期に係る財務諸表 

（１）四半期連結損益計算書 

(単位：百万円) 

 前第3四半期連結累計期間 

（自 平成19年4月 1日 

 至 平成19年12月31日） 

Ⅰ 売上高 101,680

Ⅱ 売上原価 94,930

売上総利益 6,749

Ⅲ 販売費及び一般管理費 3,611

営業利益 3,137

Ⅳ 営業外収益 

  受取利息 86

  受取配当金 25

  仕入割引 198

    負ののれん償却額 60

  海外荷造運賃差額 37

  その他 61

  営業外収益合計 469

Ⅴ 営業外費用 

  支払利息 105

   売上債権売却損  90

  為替差損  91

  その他 29

  営業外費用合計 316

経常利益 3,291

Ⅵ 特別利益 

  固定資産売却益 0

    投資有価証券売却益 0

  貸倒引当金戻入額 17

  特別利益合計 17

Ⅶ 特別損失 

  厚生年金基金脱退一時金 259

  固定資産除却損 2

  投資有価証券評価損 11

  投資有価証券売却損 0

  貸倒引当金繰入額 45

特別損失合計 319

税金等調整前四半期純利益 2,989

税金費用 1,155

四半期純利益 1,834

  

 

 

 

 

 

 

- 8 -




